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	ホームページ作成ソフトウェア開発段階におけるUser Centered Design(UCD) プロセスの適応事例

	UCD適用第一期

· 既存のユーザーによってどのように製品が使われているかを知る

· ホームページ作成未経験者にとっての難しさ、問題点を知る

UCD適用第二期

· 第一期UCDから学んだ第二期UCD適応の工夫

· 次期製品開発で改善すべき点を明確にする

	製品開発のコンセプト作成段階から、プロトタイプの作成とプロトタイプの評価をくり返し、最終的な製品になるまでのすべての段階において、UCDが適応された。必要な情報をタイムリーに開発時期に合わせて提供できるように、評価と設計を組み合わせて計画し、開発の全工程においてUCD活動を取り入れた。

	UCD適用第一期

現商品の評価（タスク分析要素含む）　→　競合他社製品の評価　→　設計ウォークスルー　→　プロトタイプ評価1 →　プロトタイプ評価2

UCD適用第二期

第一期UCDの経験と蓄積をベースにした第二期UCD適応の工夫
· 前年度のタスク分析結果参照

· 競合他社製品の評価は専門家により実施
· 開発側の要求でプロトタイプ評価に重点をおき、回数を増やした。
現商品の評価　→　プロトタイプ評価1 →　プロトタイプ評価2 →　プロトタイプ評価3

	開発期間に合わせた、また開発側の要求にも合った、効率的なUCDを適応することができた。

UCD適用第一期の製品、第二期の製品ともに、前バージョンの製品と比較して、Usabilityが改善されたことが、一人あたりが遭遇する問題現象発生数の減少、タスク達成率の上昇、Severityの高い問題の発生数の減少から確認できた。

	競合他社製品とのベンチマーキングおよび前バージョンとのベンチマーキングをおこなった。

	競合他社製品とのベンチマーキング：各製品の強み弱みをタスクや機能の満足度により比較を行った。

前バージョンとの比較は、Usability評価の結果、一人あたりが遭遇する問題現象発生数の減少、タスク達成率の上昇、Severityの高い問題の数の減少を比較した。

	· 社内顧客である依頼元の要求であった、プロトタイプ評価に重点をおき、開発のスケジュールを遅らせることもなく、ユーザビリティが改善されたことに非常に満足していただいた。（社内顧客への仕事の結果についてのアンケート＆満足度調査の結果より）

· 社外顧客は、実際のお客様であり、満足度に関しては、売上、ユーザー登録から得るコメント、お客様窓口に寄せられるコメント等によりフィードバックを得ている。

	· UCD TeamによるTeam活動が異部門間での協力体制を強化したと考えられる。

· 今後は、よりコンセプトに近い段階において有益なデータを提供できるよう、開発に先行して調査が開始できる体制の検討が必要と思われる。
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